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保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分
実施料

報告
日数

備考 外注先

3L1850000023024 μg/mL

3L1750000023024 μg/mL

3L1900000023024 μg/mL

3L1150000023024 μg/mL

3L1950000023024 μg/mL

3L1250000023210 ng/mL

3L1650000023210 ng/mL

3L1300000023204 ng/mL

3L2100000023204 μg/mL

3L2150000022204 μg/mL

3L1450000023204 ng/mL

3L2300000022210 μg/mL

3L2200000022210 μg/mL

3L2250000022210 μg/mL

3L2450000022210 ng/mL

3L2480000022210 μg/mL

特薬1
4～7

ビムハット
6

3L248

ＥＤＴＡ２
Ｎａ管

0.3(凍結) 470

2592 ラコサミド 6 血漿 LC-MS/MS
法

₋

特薬1
4～7

フィコンバ
6

3L245

ＥＤＴＡ２Ｎａ管 0.3(凍結) 470
血清検査可

2596 ペランパネル 6 血漿 LC/MS/MS
法

特薬1
4～7

トピナ
3

3L225

ヘパリン管
（緑）

0.3(凍結) 470

2396 トピラマート 8 血漿 LC-MS/MS
法

治療有効濃度
トラフ

5.00～20.00

特薬1
4～7

ラミクタール
6

3L220

プレイン管 0.5(冷蔵) 470
ヘパリン血・ETDA加血漿検査可

2358 ラモトリギン 35 血清 LC-MS/MS
法

治療有効濃度
トラフ

2.50～15.00

特薬1
4～7

イーケプラ
3

3L230

ヘパリン管
（緑）

0.3(凍結) 470

2377 レベチラセタム 8 血漿 LC-MS/MS
法

治療有効濃度
トラフ

12.0～46.00

特薬1
4～7

マイスタン
6

3L145

プレイン管 0.6(凍結) 470

1812 クロバザム 35 血清 LC-MS/MS
法

治療有効濃度
10.0～70.0

特薬1
4～7

ガバペン
3

3L215

ヘパリン管
（緑）

0.3(凍結) 470

2214 ガバペンチン 8 血漿 LC-MS/MS
法

特薬1
4～7

エクセブラン
6

3L210

プレイン管 0.2(冷蔵) 470

1891 ゾニサミド 35 血清
HPLC法

10～30

特薬1
4～7

セルシン、ホリゾン、ジアバックス、セレナ

ミン、ダイアップ
6

3L130

プレイン管 0.6(凍結) 470

1881 ジアゼパム 35 血清 LC-MS/MS
法

有効治療濃度200
～500

中毒域　1000以
上

特薬1
4～7

ベンザリン、ネルボン、ネルロレン、ヒルs

スカミン
6

3L165

プレイン管 0.3(凍結) 470

1880 ニトラゼパム 35 血清 LC-MS/MS
法

20～100

特薬1
4～7

ランドセン、リボトリール
6

3L125

プレイン管 0.3(凍結) 470

1883 クロナゼパム 35 血清 LC-MS/MS
法

20～70

特薬1
1～2

デパケン、バレリン、エピレナート、ハイセ

レニン
1

3L195

プレイン管 0.5(冷蔵) 470

1876 バルプロ酸ナトリウム 35 血清
CLIA法

50～100

特薬1
1～2

デグレトール、テレスミン、レキシン
1

3L115

プレイン管 0.5(冷蔵) 470

1874 カルバマゼピン 35 血清
CLIA法

6～12

特薬1
4～7

マイソリン、プリムロン
6

3L190

プレイン管 0.5(冷蔵) 470

1875 プリミドン 35 血清
ＥＩＡ法

5～12

特薬1
1～2

フェノバール、ルミナール
1

3L175

プレイン管 0.5(冷蔵) 470

1869 フェノバルビタール 35 血清
CLIA法

10～30

1～2
ジフェニルヒダントイン,ヒダントール,アレ

ビアチン
1

3L185

プレイン管 0.5(冷蔵) 470

薬物検査

抗

て

ん

か

ん

剤

1873 フェニトイン 35 血清
CLIA法

10～20 特薬1

52


